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高崎市では、平成13（2001）年に「高崎市男女共同参画計画（第１次計画）」を策定しました。
平成21（2009）年４月には「高崎市男女共同参画推進条例」を施行、さらに、平成30
（2018）年には「高崎市第４次男女共同参画計画（第４次計画）」を策定し、男女共同参画社
会の実現に向けた施策の推進に取り組んできました。
男女共同参画推進においては、依然として残る固定的な性別役割分担意識の解消や仕事と生
活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進、あらゆる分野の女性の参画推進など多くの課
題があります。
加えて、新型コロナウイルス感染症の拡大により、人々の生命や生活、経済、社会、さらには、
行動・意識・価値観にまで及ぶ大きな影響を受けました。
このようななか、第４次計画の計画期間が令和４（2022）年度で終了することから、高崎
市男女共同参画審議会の答申、また、令和３（2021）年度に実施した男女共同参画に関する「市
民アンケート」・「事業所調査」の結果や第４次計画の評価を踏まえ、「高崎市第５次男女共同
参画計画（第５次計画）」を策定しました。

「高崎市男女共同参画推進条例」第9条に基づき、本市の男女共同参画施策を総合的かつ計
画的に推進するための計画です。
また「男女共同参画社会基本法」、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法
律（ＤＶ防止法）」及び「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」
に規定する計画にあたります。

本計画の期間は、2023年度～ 2027年度までの5年間とします。

○ 男女共同参画意識のさらなる浸透
○ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現
○ 職業生活における女性の活躍推進
○ 配偶者等からの暴力の防止と被害者支援の強化

　第４次計画の基本的な考え方を引き継ぎ、さらに男女共同参画施策を推進するため、次の３
つの基本目標において施策を展開します。
  基本目標Ⅰ　男女平等の意識づくり
  基本目標Ⅱ　男女共同参画による社会づくり
  基本目標Ⅲ　安心して暮らせる環境づくり

計 画 策 定 の 趣 旨

計 画 の 位 置 づ け

計 画 の 期 間

本 計 画 で 強 調 し た 視 点

計 画 の 基 本 目 標
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⑴男女平等・男女共同参画の意識づくりのための啓発の展開

基 本 課 題 （実施施策）基 本 方 針基 本 目 標

⑵事業所における男女平等・男女共同参画の取組の促進

⑶性の多様性に関する理解の促進

１ 男女平等・
　 男女共同参画の
　 意識づくり　
＊1

２ 男女平等教育の推進

７ あらゆる暴力の根絶
＊2

８ 自立支援の取組

⑼事業所におけるワーク・ライフ・バランスの取組の推進

Ⅰ
男女平等の
意識づくり

⑷学校教育等における男女平等教育の推進

⑸附属機関等への女性の参画の推進

⑹事業所における女性の人材育成と登用の促進

⑺自営や起業における女性の活躍の促進

⑻ワーク・ライフ・バランスの推進

３ あらゆる分野に
　 おける女性の参画拡大　　　
＊1

⑽多様な働き方の促進と就労支援

⑾子育て支援・介護サービスの充実

５ 「働き方改革」・
　 「柔軟な働き方」の推進
＊1

⑿地域活動・市民活動の運営等における男女共同参画の推進

⒀市民活動への支援とネットワークの促進

⒁女性に対する暴力の根絶のための啓発

⒂配偶者等からの暴力被害者支援の充実

６ 地域活動等における
　 男女共同参画と支援

⒃困難を抱えた人々が自立するための相談・支援体制の充実

⒄防災における男女共同参画の推進９ 防災分野における
　 取組の推進

４ 仕事と生活の両立支援
＊1

Ⅱ
男女共同参画
による社会　
づくり　　　

Ⅲ
安心して　
暮らせる　
環境づくり

＊1：女性活躍推進法に基づく推進計画　　＊2：ＤＶ防止法に基づく基本計画

計 画 の 体 系
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主 な 施 策

　家庭や職場、学校などあらゆる場面で、固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込みにと
らわれることなく、誰もが個性や能力を生かすことができるよう、男女平等や男女共同参画に
ついて、様々な機会を通してわかりやすく広報や啓発活動を行います。
　また、すべての人が性別にとらわれず個人として尊重される社会を実現するため、性の多様
性を認識し理解を深めるための啓発を行います。

●意識啓発のためのセミナーなどの展開
●広報紙などによる情報の提供
●市の刊行物における表現の配慮
●事業所に対する雇用の均等や待遇の確保、　
ハラスメント防止等の促進

●性の多様性に関する理解の促進
●幼稚園･小学校･中学校の教職員への意識啓発
●保育関係者への意識啓発
●児童生徒に対する啓発

基本目標Ⅰ　男女平等の意識づくり

0% 20% 40% 60% 80% 100%
賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 不明

令和３年度（N=382）

平成28年度（N=442）

令和３年度（N=255）

平成28年度（N=297）

4.7 13.9  24.6  43.5  12.3

4.7 25.9  31.0  25.6  11.8

2.7 19.2  31.8  32.5 13.7

『夫は仕事をし、妻は家庭を守るべきであるという考え方についてどう思いますか』　
（平成28年度市民アンケート調査との比較）

アンケート調査結果

市　民

『あなたの事業所では、職場において、女性も男性も平等に働ける環境づくりに向けて
 どのようなことに取り組んでいますか』　（複数回答可）（平成28年度事業所意識調査との比較）

事業所

（注）グラフ内の「N」の表記は、回答者数を表します。
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女性の活用に関する担当部局、担当者を設けるなど、
企業内での推進体制を整備している
女性の少ない職場・職種に女性従業員を配置したり
女性を積極的に雇用したりするなどしている
性別により評価することがないよう、人事考課基準
を明確に定めている
業務に必要な知識や能力、資格取得のための教育や
研修を、性別に関係なく実施している
男性管理職に対し、女性活用の重要性についての啓
発を行っている
体力面での個人差を捕う器具や設備等を設置する
等、働きやすい職場環境づくりを行っている
男女共に仕事と家庭を両立させるための制度を充実
させている

特に何もしていない

その他

無回答
令和３年度（N=497）
平成28年度（N=586）

3.6 21.7  30.5  28.5  13.8

1.0

1.0

0.0

1.8
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主 な 施 策
●男性の家事・育児・介護への参画意識の醸成
●男性の生活力・自活力を高めるための講座の
開催
●女性のワーク・ライフ・バランスを推進する
講座の開催
●育児・介護休業制度の周知と情報の提供
●市役所職員の育児・介護に関する休暇及び休
業取得の推進
●審議会等附属機関への女性委員の登用の推進
●事業所における女性の人材育成と登用の促進

●創業支援セミナーの実施及び起業に関する情
報の提供
●多様な働き方に関する啓発
●多様な保育サービスの提供
●子育てに関する情報提供や相談・支援体制の
充実
●介護サービスの充実
●高齢者サービスに関する情報提供や相談体制
の充実
●地域活動等における男女共同参画の促進

　社会における多様な問題に対処するためには、男女双方の意見が反映されることが重要なこ
とから、あらゆる分野における政策・方針決定の場への女性の積極的な参画を推進します。
　また、市民一人ひとりがワーク・ライフ・バランスを図り、子育て・介護の時間や地域、自
己研鑽のための時間を確保できるよう、人生の各段階に応じた多様な生き方や働き方が選択で
きる社会づくりの推進に努めます。

基本目標Ⅱ　男女共同参画による社会づくり
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アンケート調査結果

0% 20% 40% 60% 80% 100%
男性 女性 男女同じくらい その他 無回答

①そうじ （N=468）

②食事の支度 （N=470）

③食事のあと片付け （N=470）

④洗濯 （N=470）

⑤子育て （N=383）

⑥家族の看護・介護 （N=283）

⑦学校行事等への参加 （N=330）

⑧自治会等の地域活動 （N=403）

⑨家計の管理 （N=463）

⑩主たる収入 （N=463）

『現在、結婚（事実婚を含む）されている方にうかがいます。
 あなたの家庭では以下のような役割を主にだれが担っていますか。（それぞれ１つに○）』　

市　民

   
   

0% 20% 40% 60% 80% 100%
男性も積極的に取得する方がよい 男性もできれば取得するほうがよいが、環境が整っていない
男性は取得しないほうがよい わからない その他 無回答

令和３年度（N=382）

平成28年度（N=442）

令和３年度（N=255）

平成28年度（N=297）

『男性の育児休業取得についてどう思いますか（１つに○）』（平成28年度事業所調査との比較）市　民

女
性

男
性

73.9 3.2 20.5 1.5

19.4 56.4 22.2 0.9

34.2 34.5 27.5 2.5

3.3 68.2 21.2 2.1

1.4 58.0 30.0 4.6

0.8 65.3 26.9 2.9

6.8 76.6 15.3 0.9

11.1 64.3 22.6 1.9

3.4 83.2 11.9 1.5

7.5 65.8 24.4 1.9

0.9

1.1

1.2

5.2

6.0

4.2

0.4

0.2

0.4

39.5 43.5 2.6 6.82.9

23.6 53.5 7.4 3.7

41.2 43.5 3.1 6.3 4.2

23.5 55.9 7.7 2.3 10.6

4.7

11.8

4.7
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主 な 施 策
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●女性に対する暴力の防止のための啓発活動の
推進
●若年層を対象とした交際相手からの暴力の予
防啓発
●セクシュアル・ハラスメント防止対策の実施
●ＤＶ相談窓口の周知と被害者の早期発見

●被害者の安全確保と自立のための支援の実施
●男女共同参画相談の実施
●ひとり親家庭への支援の実施
●男女共同参画の視点を取り入れた防災対策の
推進
●地域防災活動における女性の参画の促進

基本目標Ⅲ　安心して暮らせる環境づくり

『あなたはこれまでに恋人やパートナーから、次のようなことを「されたこと」や、
 「したこと」がありますか』

◆４種類の暴力のうち、ひとつでも経験のある人（平成28年度市民アンケート調査との比較）

市　民

0% 20% 40%

① 身体的な暴力

② 精神的・社会的な暴力

③ 性的な暴力

④ 経済的な暴力

7.1
17.5

12.5
24.1

0.4
8.9

2.7
7.3

①身体的な暴力̶なぐる、ける、物を投げつける、つきとばす、刃物でおどす等
②　　　　　　  ̶人格を否定するような暴言、長時間の無視、どなる、「誰のおかげで生活できるんだ」

や「かいしょうなし」等の見下した発言、身の危険を感じるような脅迫、交友関係の監
視や制限等

③性的な暴力̶相手がいやがっているのに性的な行為を強要する、避妊に協力しない、中絶の強要等
④経済的な暴力̶生活費を入れない、外で働くことを妨害する、仕事を辞めさせる、家計の管理に関与

させない、借金をさせてお金を取り上げる等

されたことがある

男性（N=255）女性（N=382）
0% 20% 40%

0% 20% 40%

31.9
28.1

15.3
11.8

被害経験 加害経験

① 身体的な暴力

② 精神的・社会的な暴力

③ 性的な暴力

④ 経済的な暴力

6.7
4.7

7.5
5.8

2.0
0.0

0.4
0.00.0

したことがある

精神的な暴力・
社会的な暴力

令和３年度
平成28年度

令和３年度
平成28年度

女
性

男
性

0% 20% 40%

10.5
11.5

12.5
14.5

令和３年度
平成28年度

令和３年度
平成28年度

女
性

男
性

　いかなる暴力も重大な人権侵害であるとの認識を持ち、暴力の根絶を目指した啓発を行いま
す。ＤＶ被害に関しては、配偶者暴力相談支援センターが関係機関・団体と連携し、発見から
保護、自立まで切れ目のない支援を行います。
　また、ＤＶと児童虐待が密接に関連している事案もあることから、児童福祉機関との連携を
強化します。
　災害時には女性や子育て家庭のニーズが避難所運営等に反映されにくいなどの指摘があるた
め、男女共同参画の視点を取り入れた防災対策の推進を図ります。

アンケート調査結果
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　第５次計画を推進し着実に効果を上げていくために、定期的な計画事業の進捗状況の把握や
評価を行い、必要な見直しを含め進行管理を行います。
　また、男女共同参画センターは、男女共同参画の拠点施設として積極的な啓発活動と情報発
信に努めるとともに、市民団体等と連携・協働しながら男女共同参画社会の形成を目指します。

　男女共同参画センターは、足門町（群馬支所南）の市民活動センターソシアス内にあります。
　「女性と男性が互いに尊重し合い、いきいきと暮らしていける男女共同参画社会」の実現に
向けて、講座の企画、情報提供、相談事業などを行っています。

事　業　者 NPO法人等
市民団体市　　　民

高　崎　市高　崎　市 男女共同参画社会推進会議
会　長：副市長

配偶者等からの暴力対策
関係機関連絡会議
会　長：市民部長

計画事業の展開 参画・連携

諮　問

答　申

男
女
共
同
参
画
審
議
会

男
女
共
同
参
画
審
議
会

人権男女共同参画課
（男女共同参画センター・

　配偶者暴力相談支援センター）
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高崎市第５次男女共同参画計画（概要版）

　男女の性別に関わりなく、誰もが個性と能力を十分に発揮することのできる「男女
共同参画社会」の実現のためには、市の取組だけでなく、市民の皆さん・事業所・地
域社会のご理解と行動が大切になります。皆さんも身近なことから始めてみませんか。

男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現 の た め に

●家族一人ひとりの個性や考え方、生き方を尊重
しましょう。
●家族全員で、家事や育児、介護等を行い、支え
合いましょう。
●自分や家族の心や体のことを理解し、心身の健
康づくりに努めましょう。

家庭では

●地域活動の運営や役員など、女性も積極的に参
画できるような環境づくりをしていきましょう。
●一人ひとりの生き方や考え方を尊重する地域に
するため、地域の慣習や慣行などの見直しをし
てみましょう。

地域社会では

●性別にかかわらず、一人ひとりが意欲や能力を
十分に発揮できる職場環境をつくっていきま
しょう。
●男女ともに育児休業や介護休業を利用しやすい
環境づくりに取り組みましょう。

職場では
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0


